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爲
水
　
順
二

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
照
不
足

や
降
雨
量
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
農
作
物
へ
の
影
響
は
少
な
く
、
ま
た
、

当
町
周
辺
で
の
大
規
模
地
震
や
、
台
風
上

陸
等
の
被
害
も
な
く
、
自
然
災
害
に
関
し

ま
し
て
は
、
安
堵
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

川
島
町
議
会
で
は
令
和
元
年
の
台
風
19
号

の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
お
け
る
議

会
及
び
議
員
の
対
応
に
つ
い
て
、
改
め
て

具
体
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め
、
災
害
対

策
要
領
を
見
直
し
ま
し
た
。
今
年
、
町
で

は
新
た
に
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

戸
別
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
付
を
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
町
民
の
皆
様
一

人
一
人
の
行
動
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
防
災
に
対
し
、

更
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

に
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
第
２
波
、
第
３
波
と
猛
威
を
振
る
い
、

経
済
の
落
ち
込
み
や
医
療
体
制
の
逼
迫
に

よ
る
医
療
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
日
常
生
活
に
お
い
て
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
取
り
入
れ
や
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
に
よ
り
、
不
安
や
戸

惑
い
の
多
い
一
年
だ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
再
度
発
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
刻
も
早
い
終
息
を

願
う
と
と
も
に
、
延
期
さ
れ
て
い
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
事
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
同
時
に
地
域

の
活
力
や
賑
わ
い
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
希

望
を
持
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
喜

び
と
幸
せ
が
ギ
ュ
ウ
っ
と
詰
ま
っ
た
縁
起

の
良
い
年
に
な
り
ま
す
事
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新年のごあいさつ

新
年
の
御
挨
拶

新
年
の
御
挨
拶

新
年
の
御
挨
拶

渋谷議員 粕谷議員 加藤議員矢内議員

菊地議員

柴田議員稲村議員

石川議員 小峯議員 爲水議長 小高議員

森田議員

新井副議長 道祖土議員

ひ
っ
ぱ
く



　

昨
今
、
異
常
な
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
、
自
然
災
害
の
頻
発
化
・

激
甚
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
甚
大
な
自
然
災
害
に

事
前
に
備
え
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
は
、
一
層
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
町
議
会
と
し
て
「
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靭
化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
が
12
月

定
例
会
で
決
議
さ
れ
た
の
で
、
次
の
要
望
事
項
を
国
の
関
係
機
関
へ

意
見
書
と
し
て
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
末
期
限
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の
更
な
る
延
長
と
拡
充
を
行

う
こ
と
。

　

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

の
解
散
後
、
新
た
な
ご
み
処

理
の
方
向
性
を
模
索
す
る
た

め
、
町
議
会
議
員
と
各
地
区

代
表
区
長
が
２
日
間
に
分
か

れ
て
「
ご
み
処
理
施
設
視
察

会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
心
配
さ
れ
る
川

島
町
環
境
セ
ン
タ
ー
の
現
状

を
改
め
て
確
認
し
た
後
、
小

川
地
区
衛
生
組
合
（
小
川
町
）

と
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン

タ
ー
（
寄
居
町
）
の
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。

日　

程
／
10
月
６
日

　
　
　
　
（
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

　
　
　
　

10
月
15
日

　
　
　
　
（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
）

視
察
先 

／
①
川
島
町
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  

②
小
川
地
区
衛
生
組
合

　
　
　
　

  

③
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

①
地
方
自
治
体
が
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
対
策
に
必
要
な
予
算
の
総
額
確
保
を
図
る
こ
と
。

②
災
害
復
旧
・
災
害
関
連
予
算
の
確
保
や
補
助
対
象
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
財
源
を
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
て
い
る

地
方
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

③

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
検
討
に
向
け
て

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
検
討
に
向
け
て
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１２月定例会

川
島
町
議
会
か
ら
国
へ

　
　
　
　
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

川
島
町
議
会
か
ら
国
へ

　
　
　
　
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。



4川島町議会だより／№132 ／令和 3 年 1 月 25 日

　

２
０
２
０
年
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
明

け
暮
れ
、
各
種
町
行
事
の
中
止
、
生
活

様
式
の
変
化
な
ど
収
束
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
世
界
中
が
振
り
回
さ

れ
ま
し
た
。
経
済
も
大
き
な
打
撃
を
受

け
コ
ロ
ナ
倒
産
も
増
え
、
飲
食
業
・
観

光
業
等
厳
し
い
状
況
で
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
明
る
い
笑
顔
と
景
気
の
回
復
を

望
み
ま
す
。

総務経済建設常任委員会

公職選挙法の改正による条例
制定だが全国同様なのか。
公選法では上限額を定め、そ
の範囲内とされており、町村
によっては異なる場合があり
ます。今回公費負担となるの
は、選挙運動用自動車、ポス
ター、ビラについてです。

問

答

申請にオンラインと郵便があ
るが、その内訳は。また全体
の支給者と未申請者は。
オンライン申請は 96 件で残
りは郵送申請です。１１人の
辞退者を含む 19,845 人が申
請、19,834 人 に 支給、16
人が未申請です。

問

答

今回、高品質堆肥施設が利用
組合から町に無償譲渡となっ
ているが。
国の経営構造対策事業により、
利用組合が主体で堆肥施設を
整備しました。組合の解散に
より、町に無償譲渡すること
で国への補助金返還が免除さ
れ、今後、堆肥化施設として
利用を検討していきます。

問

答

選挙運動の公費負担条例 特別定額給付金 高品質堆肥施設

町民へコロナ対策をお願いす
るのに、動画の活用を進めて
はどうか。
現在、LINE＠で 1 分程度の
町長動画を配信しています
が、YouTube 動画について
も検討したいと考えていま
す。

問

答

コロナの第 3 波が来ている状
況で、分散業務における職務
環境の整備は。
既にコミュニティセンター、
町民会館で実施できるよう設
備環境を整えており、電算事
務環境、電話回線の整備も整
えてあります。

問

答

畜産の糞尿処理について、農
家にどのように指導している
のか。
家畜排泄物法の管理基準で、
管理記録が義務付けられてお
り、町内の畜産農家について
は、きちんと管理されている
と県から伺っております。町
では悪臭等で苦情の場合は、
農家に適切に指導しています。

問

答

動画配信によるコロナ対策 職員の分散業務の対応 　畜産農家の糞尿の適正処理

車で混雑するホームセンター

コロナ対策と併せた景気対策を
委員長コメント
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委員長コメント
　

令
和
２
年
は
公
民
館
事
業
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

各
地
区
公
民
館
主
催
の
盆
踊
り
や
体
育
祭

な
ど
が
中
止
と
な
り
、
残
念
な
一
年
で
し

た
。
令
和
３
年
こ
そ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、
地
域
の
皆
様
方

の
触
れ
合
い
の
場
の
地
区
公
民
館
事
業
が

予
定
ど
お
り
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

新年度は予定どおりの公民館事業を

地域活動センター設置の考え
は。
地域活動センターの設置をい
つ、どのようにしていくのか
町長部局とも連携しながら検
討していきます。

問

答

問

答

問

答

問

答

今後、公民館として利用され
る旧出丸小学校のトイレを洋
式トイレに改修する考えは。
全てというわけにはいきませ
んが、洋式トイレへの改修を
予定しています。

問

答

ギガスクール構想の状況は。
新型コロナウイルスの影響で
令和２年度中に前倒して実施
するため、小中学校の校内
LAN と一人一台の端末整備を
進めています。

問
答

資源回収事業報奨金の減額理
由は。
新型コロナウイルスの影響で、
資源回収活動の取り止めや回
数を減らしたためです。

地域型保育給付費負担金の増
額理由は。
小規模保育と事業所内保育所
が対象で乳児３名と１、２歳
児が２名増えたためです。

幼稚園教育推進事業の返還金
の理由は。
令和元年１０月から開始され
た幼児教育・保育無償化につ
いて、実績に基づき返還金を
計上しました。

地域活動センター 地区公民館のトイレ ギガスクール構想

資源回収事業 地域型保育給付費 幼稚園教育推進事業

文教厚生常任委員会

毎年開催されていた地区公民館の盆踊り大会
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

加

藤

　

　

進

渋

谷

　

幸

司

矢

内

　

秀

憲

粕

谷

　

克

己

柴

田

　

一

典

稲

村

美

代

子

小

峯

　

松

治

新

井

　

悦

子

爲

水

　

順

二

森

田

　

敏

男

道

祖

土

　

証

石

川

　

征

郎

菊

地

　

敏

昭

小

高

　

春

雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

承認 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ × ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

12
月
定
例
会
　
審
議
結
果

専決処分の承認を求めることについて

令和２年度川島町一般会計補正予算（第５

号）

条例の一部改正

川島町議会の議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正

町長等の給与等に関する条例の一部を改正

川島町一般職員の給与に関する条例等の一

部を改正

川島町国民健康保険税条例の一部を改正

川島町公民館設置及び管理条例の一部を改

正

川島町後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正

川島町都市計画下水道事業受益者負担に関

する条例の一部を改正

新規条例の制定

川島町の議会の議員及び長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の制定

令和２年度 補正予算

川島町一般会計補正予算（第６号） 

川島町水道事業会計補正予算（第２号）

川島町下水道事業会計補正予算（第２号）

町道路線の廃止

町道路線の廃止について（町道５７８０号

線）

議員提出議案

防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充

を求める意見書の提出について
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町の考えを問う
町政一般質問要旨

町の考えを問う
町政一般質問要旨 12 月 7 日、8 日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※質問項目の区分により太字にしています。

栗
岩　

輝
治　

議
員

小
峯　

松
治　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

小
峯　

松
治　

議
員

加
藤　
　

進　

議
員

加
藤　
　

進　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

１ 

電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

２ 

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
に
つ
い
て

３ 

生
活
困
難
者
へ
の
食
料
支
援
に
つ
い
て

稲
村　

美
代
子　

議
員

稲
村　

美
代
子　

議
員

１ 

押
印
廃
止
に
つ
い
て

２ 

防
災
に
つ
い
て

道
祖
土　

証　

議
員

道
祖
土　

証　

議
員

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

２ 

当
町
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

１ 

小
中
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

２ 

行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
廃
止
の
動
向
に
つ
い
て

１ 

ご
み
処
理
の
今
後
に
つ
い
て

２ 

洪
水
対
策
に
つ
い
て

１ 

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

２ 

か
わ
じ
ま
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

粕
谷　

克
己　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

１ 

ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

２ 

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た
自
治
会
活
動
等
に
つ
い
て

３ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
維
持
等
を
目
的
と
し
た
区
域
指

　

 

定
に
つ
い
て

１ 

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
運
行
の
町
外
拡
大
に
つ
い
て

２ 

郷
土
資
料
館
の
事
業
実
施
に
つ
い
て

矢
内　

秀
憲　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員

１ 

福
祉
施
策

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司 携帯電話無線基地の
建設が進んでいます

答　

携
帯
電
話
無
線
基
地
の
建
設
が

町
内
で
進
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
通

信
シ
ス
テ
ム
５
Ｇ
は
電
磁
波
が
強
力

に
な
り
ま
す
が
、
遠
く
へ
は
届
か
な

い
た
め
に
ア
ン
テ
ナ
が
沢
山
必
要
に

な
り
ま
す
。
海
外
で
は
電
磁
波
に
よ

る
健
康
被
害
が
生
じ
た
事
例
も
あ
り

ま
す
が
町
の
対
応
は
。
ま
た
、
教
室

内
の
電
磁
波
か
ら
児
童
生
徒
の
健
康

を
守
る
考
え
は
。

　
　

５
Ｇ
が
開
始
さ
れ
た
ス
イ
ス
な

ど
で
は
、
不
眠
症
、
耳
鳴
り
、
頭
痛

な
ど
の
症
状
が
発
生
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。
町
内
で
も
健
康
被
害
へ
の

懸
念
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
児
童
生
徒
の

健
康
状
態
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

問　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及

が
必
要
で
す
。
今
ま
で
に
開
催
し
た

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習
会
の
回

数
、
参
加
総
数
は
。
今
年
度
の
講
習

会
開
催
予
定
と
学
校
で
防
災
教
育
に

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
取
り
組
む

考
え
は
。

　
　

講
習
会
は
２
回
開
催
し
、
参
加

総
数
は
75
名
で
す
。
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
懸
念

か
ら
、
開
催
し
ま
せ
ん
が
、
川
島
版

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
動
画
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
の
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
防
災
教

育
は
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

再
び
広
が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
困
難

者
へ
の
食
料
支
援
等
が
必
要
で
す
。

町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
は
。

答　

町
内
の
ひ
と
り
親
世
帯
は
１
７

９
世
帯
で
す
。
町
の
支
援
と
し
て
、

児
童
扶
養
手
当
・
医
療
費
の
支
給
、

保
育
料
の
減
免
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
無
線
基
地
建
設
が
進
ん
で

い
る
が
健
康
へ
の
被
害
は
。

健
康
被
害
の
事
例
が
あ
り
ま
す
の
で

注
視
し
て
い
き
ま
す
。
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いっぱん質問

答
　
年
間
お
お
む
ね
３
０
０
万
円
ず
つ

増
額
傾
向
の
町
負
担
額
に
つ
い
て
検
証

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
利
用
方
法

や
利
用
区
域
な
ど
の
料
金
の
見
直
し
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
は
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
防
ぐ
た
め
、
現
在
に
お
い
て
町

外
へ
の
運
行
が
４
か
所
の
指
定
病
院
の

み
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
町
外
指
定

病
院
の
指
定
か
所
を
増
や
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
町
負
担
額
の
増
加
は
、
昨
年
10

月
と
本
年
10
月
を
比
較
す
る
と
、
約

３
割
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
２
月
の
運
賃
改
定
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
受
益
者
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
、
料
金
の
見
直

し
を
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
町
外

の
指
定
病
院
の
拡
大
を
含
め
た
内
容

の
見
直
し
に
向
け
て
、
持
続
可
能
な

交
通
手
段
と
し
て
も
、
町
地
域
公
共

交
通
会
議
に
諮
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

郷
土
資
料
館
整
備
に
向
け
た
情
報

収
集
及
び
整
備
事
業
の
実
施
と
公
開
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答
　
町
内
の
有
識
者
を
助
言
者
と
し

て
、「
か
わ
じ
ま
郷
土
資
料
館
（
仮
称
）

開
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
本
年
９
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、

先
進
地
の
視
察
や
意
見
交
換
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
の
郷
土

資
料
館
は
、
旧
小
学
校
を
利
活
用
し

て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

問　

映
像
技
術
や
バ
ー
チ
ャ
ル
機
能
を

駆
使
し
た
工
夫
。
ま
た
開
館
後
は
、
資

料
館
友
の
会
な
ど
が
結
成
で
き
る
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
　
今
後
、
こ
の
質
問
を
受
け
た
こ

と
を
、
し
っ
か
り
と
議
論
・
検
討
し

ま
す
。

　

いつもお世話になっています。
かわみんタクシー

脱ハンコで行政手続きをスムーズに

（
押
印
廃
止
に
つ
い
て
）

問　

現
在
の
押
印
の
数
は
。
そ
の
う
ち

国
、
県
は
ど
れ
位
あ
る
の
か
。

答
　
申
請
書
類
は
、
個
人
、
法
人
、

そ
の
他
を
含
め
７
５
５
種
類
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
法
令
な
ど
で
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
が
国
は
１
３
１
、

県
は
39
、
そ
の
他
74
の
計
２
４
４
種

類
で
す
。

問　

政
府
は
、
２
０
２
１
年
の
通
常
国

会
で
押
印
廃
止
の
法
案
を
提
出
す
る
そ

う
で
す
。
町
で
は
押
印
廃
止
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
現
在
、
町
と
し
て
の
統
一
的
な

方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
国
、
県

と
整
合
性
を
は
か
り
、
積
極
的
に
廃

止
し
て
い
き
ま
す
。

（
防
災
に
つ
い
て
）

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
い
つ
ご
ろ
配

布
さ
れ
る
の
か
。

答
　
12
月
の
予
定
で
し
た
が
、
多
く

の
情
報
を
掲
載
し
た
も
の
を
作
成
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
発
行
が
少
し

遅
れ
ま
す
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

と
合
わ
せ
た
説
明
会
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　

町
で
は
、
平
成
30
年
に
「
災
害
時

に
お
け
る
バ
ス
利
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
要
支
援

者
等
を
避
難
所
に
輸
送
す
る
た
め
の
も

の
で
す
が
、
具
体
化
を
図
る
考
え
は
。

答
　
バ
ス
の
確
保
等
、
多
く
の
課
題

は
あ
る
が
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
自
主
防
災
組
織
は
、
各
地
区
、
自

治
会
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
主

防
災
組
織
同
士
、
町
と
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

答
　
町
、
自
主
防
災
組
織
、
町
民
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

押
印
廃
止
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

国
、
県
と
整
合
性
を
は
か
り
、

廃
止
し
て
い
き
ま
す
。

料
金
を
含
め
て
内
容
を

見
直
し
ま
す
。

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
運
行
で
の

町
外
の
病
院
を
増
や
せ
な
い
か
。

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

や な いや な い か つひ でひ で の りの り

矢 内　　秀 憲矢 内　　秀 憲



いっぱん質問

9 川島町議会だより／№132 ／令和 3 年 1 月 25 日

問　

児
童
生
徒
や
学
校
関
係
者
の
皆
さ

ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
制
限
を
行
い
、

協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
学
校
生
活
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
に
は
、

充
実
し
た
楽
し
い
学
校
生
活
を
提
供
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
点

に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

①
学
校
の
中
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

場
合
の
対
応
を
、
自
分
が
感
染
し
た
時

の
心
構
え
や
、
友
達
が
感
染
し
た
時
の

心
の
寄
せ
方
な
ど
を
中
心
に
、
授
業
等

で
し
っ
か
り
行
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
町
で
は
、
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、

学
校
関
係
者
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
、

実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
、

受
け
入
れ
先
の
条
件
で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

な
ど
の
条
件
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
、
予
算
も

対
応
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

③
部
活
動
の
大
会
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
開
催
の
制
限
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

聞
き
ま
す
。
大
会
を
中
止
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
大
会
出
場
条
件
に
、
町
か
ら
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
を
提
案
し
、
積
極
的

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

適
切
な
知
識
を
も
と
に
、
授
業

等
で
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

修
学
旅
行
や
、
部
活
動
の
大
会
を

実
施
す
る
上
で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
ご
指
摘
に
つ

い
て
は
、
貴
重
な
ご
提
案
と
受
け
止

め
、
検
査
が
必
要
な
状
況
が
生
じ
た

場
合
は
、
予
算
確
保
に
向
け
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

気迫あふれる部活動の大会

問　

当
町
の
内
水
対
策
の
考
え
方
は
。

答　

昨
年
の
台
風
19
号
で
は
家
屋
の

床
上
床
下
浸
水
や
道
路
冠
水
等
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

流
下
能
力
向
上
の
た
め
の
雨
水
幹
線

や
排
水
路
の
整
備
、
土
地
改
良
区
の

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
を
活
用
し
た
貯
水

能
力
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
排
水
対

策
を
進
め
ま
す
。

問　

雨
水
幹
線
の
整
備
状
況
は
。

答　

飯
島
雨
水
幹
線
は
令
和
２
年
３

月
末
に
お
い
て
、
整
備
率
は
約
61
％

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
進
め
て
い
る

工
事
が
完
成
い
た
し
ま
す
と
整
備
率

は
約
68
％
と
な
り
ま
す
。

問　

近
隣
の
貯
水
タ
ン
ク
設
置
補
助
状

況
は
。

答　

県
内
17
市
で
実
施
し
工
事
費
の

半
額
を
補
助
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

問　

公
共
施
設
の
遊
水
機
能
の
考
え
は
。

答　

今
後
、
新
し
い
施
設
を
設
置
す

る
場
合
は
、
基
準
に
基
づ
い
て
、
考

え
て
い
く
形
に
な
り
ま
す
。

問　

住
宅
用
雨
水
貯
水
タ
ン
ク
の
設

置
補
助
や
止
水
盤
、
吸
水
性
の
あ
る
土

嚢
ア
ク
ア
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
補
助
、
側

溝
や
排
水
路
の
定
期
的
な
清
掃
、
安
価

で
簡
単
に
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
推
進
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
整

備
の
時
に
遊
水
池
を
考
え
て
計
画
で
き

な
い
か
。

答　

示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
あ
り
、

防
災
の
関
係
で
あ
り
ま
す
の
で
、
提

言
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

飲
食
店
の
た
め
、Ｃ
Ｏ
２
セ
ン

サ
ー
や
加
湿
器
機
能
付
空
気
清
浄
機
の

設
置
に
対
し
補
助
す
る
考
え
は
。

答　

提
案
を
含
め
、
状
況
を
見
定
め
、

必
要
と
思
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
間
髪

を
入
れ
ず
、
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

吸水性のある土嚢

吸
水
性
土
嚢
の
導
入
を
。

防
災
の
意
味
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

小
中
学
校
の
学
校
生
活
を
止
め

な
い
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
。

予
算
の
対
応
を
含
め
、
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ い いさむどさ い いさむど

道祖土　　　証道祖土　　　証

し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典

ど 

の
う
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（
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
）

　
　

市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
に
分
け

る
と
ど
の
位
の
空
き
家
が
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、
町
で
把
握
し
て
い
る
空

き
家
の
専
用
住
宅
は
市
街
化
区
域
68

件
、
市
街
化
調
整
区
域
67
件
で
す
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
登
録
は
何

件
あ
る
の
か
。

答　

制
度
開
始
以
来
合
計
37
件
。
現

在
登
録
数
２
件
で
す
。

質　

地
域
へ
の
悪
影
響
と
い
う
側
面
か

ら
み
る
と
、
雑
草
が
伸
び
る
な
ど
の
景

観
の
悪
化
や
、
老
朽
化
し
た
家
屋
の
倒

壊
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
不
法
侵
入
、
不
法
投
棄
、
放
火

の
原
因
に
も
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
調
査
、
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

空
き
家
の
調
査
は
、
調
査
時
点

の
情
報
に
基
づ
き
、
水
道
の
閉
栓
状

態
の
住
宅
を
選
別
し
、
直
接
職
員
が

出
向
い
て
外
観
等
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
調
査
の
頻
度
は
概
ね
３
～
４
年

に
一
度
で
す
。
空
き
家
の
指
導
は
、

空
き
家
周
辺
の
住
民
か
ら
苦
情
や
情

報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
、
所
有
者
に

対
し
、
適
正
管
理
に
つ
い
て
通
知
を

送
っ
た
り
直
接
指
導
に
伺
い
ま
す
。

問　

町
民
体
育
祭
の
代
わ
り
に
体
験
型

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
か
わ
じ

ま
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
ど
の
位
の
人
数
の
申
込
み
が

あ
っ
た
の
か
。

答　

４
種
目
合
計
で
１
４
９
人
で
す
。

　
　

フ
ッ
ト
サ
ル
導
入
の
考
え
は
。

　
　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

認
知
度
は
ど
う
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
今
年
度
は
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ず
周
知
不
足

に
よ
る
、
認
知
度
が
低
い
こ
と
は
否

め
な
い
状
況
と
考
え
て
い
ま
す
。ノルディックウォーキング

参加者の皆さま

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
や
不
法
投
棄
が
目
立
つ
が
、
監
視
員

制
度
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。　

答　

不
法
投
棄
対
策
と
し
て
監
視
活

動
や
看
板
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
逃
げ
得

を
許
さ
な
い
た
め
に
も
監
視
員
制
度

等
の
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

感
染
症
対
策
で
自
主
防
災
活
動
も

制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
行
動
要
支

援
者
へ
の
支
援
は
行
え
る
の
か
。

答　

町
で
は
各
地
区
自
主
防
災
会
や

民
生
委
員
の
協
力
の
も
と
要
支
援
者

の
個
別
計
画
と
災
害
時
の
避
難
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
情
報
提
供

に
同
意
い
た
だ
い
た
要
支
援
者
６
０

２
名
の
方
に
、
実
効
性
あ
る
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

問　

町
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力

維
持
を
目
的
に
都
計
法
第
34
条
第
11
号

区
域
の
指
定
を
行
っ
た
が
開
発
計
画
は

あ
る
の
か
。

答　

開
発
行
為
が
制
限
さ
れ
る
市
街

化
調
整
区
域
内
に
建
築
の
立
地
基
準

を
緩
和
し
、
人
口
流
入
の
た
め
の
受

け
皿
と
し
て
区
域
指
定
（
約
１
２
６

㌶
）
を
４
月
に
行
い
ま
し
た
。
相
談

は
あ
り
ま
す
が
、
開
発
申
請
は
今
の

と
こ
ろ
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。　

問　

区
域
指
定
地
域
に
は
廃
校
小
学
校

も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
や
住

民
意
識
も
変
化
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、

地
域
振
興
や
活
性
化
に
結
び
付
け
ら
れ

な
い
か
。

答　

第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
考
え
を

踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め
施

設
の
利
活
用
も
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」を
取
り
入
れ

環
境
美
化
運
動
を
再
開
で
き
な
い
か
。

彩
の
国
新
し
い
生
活
様
式
を
参
考
に
、

感
染
状
況
に
よ
り
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

感染対策を踏まえた
自主防災会合同訓練（１２月６日旧出丸小）

いっぱん質問

やか す みか つやか す みか つ

粕　谷　　克 己粕　谷　　克 己

と うか すすむと うか すすむ

加 藤　　　　　進加 藤　　　　　進

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

フ
ッ
ト
サ
ル
を
実
施
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査
に
屈
折

検
査
の
導
入
は
。

機
器
の
併
用
で
弱
視
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

いっぱん質問

（
福
祉
施
策
）

問　

３
歳
児
健
診
で
の
弱
視
の
早
期
発

見
は
大
変
に
重
要
だ
が
、
町
の
健
診
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答　

国
の
指
針
に
基
づ
き
、
視
力
の

発
達
を
阻
害
す
る
疾
病
の
早
期
発
見

早
期
治
療
を
目
的
に
、
ラ
ン
ド
ル
ト

環
方
法
を
用
い
て
各
家
庭
で
視
覚
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

精
密
検
査
を
促
し
た
例
は
あ
る
か
。

ま
た
、
近
視
、
乱
視
や
斜
視
、
瞳
孔
不

良
等
屈
折
異
常
検
査
の
周
知
と
啓
発
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答　

精
密
検
査
は
年
に
１
、
２
件
あ

り
ま
す
。
啓
発
は
、
健
診
時
に
十
分

に
説
明
し
ま
す
。

問　

健
診
で
異
常
が
見
つ
け
ら
れ
れ
ば

視
力
障
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
小
児
眼
科
学
会
で
は
視
力
検
査
に
加

え
て
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
等
を
用
い

た
屈
折
検
査
を
推
奨
し
て
い
る
が
町
で

の
導
入
は
。

答　

視
覚
検
査
と
屈
折
検
査
機
器
の

併
用
に
よ
り
、
弱
視
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
。

答　

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
の
関
係
は

わ
か
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
15
歳
以

下
で
は
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

根
拠
が
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
国

県
の
動
向
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

問　

介
護
す
る
子
ど
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
支
援
の
在
り
方
は
。

答　

県
が
実
態
調
査
を
実
施
し
た
高

校
２
年
生
の
４
・
１
％
の
１
９
６
９

人
の
う
ち
、
ケ
ア
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
の
は
１
３
８
人
で
し

た
。
今
後
、
策
定
さ
れ
る
県
の
推
進

計
画
に
沿
う
形
で
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

３歳児健診で目の異常を発見する機器

問　

令
和
６
年
稼
働
の
予
定
で
進
め
て

い
た
、
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
（
２

市
６
町
１
村
構
成
）
が
令
和
２
年
３
月

末
で
解
散
し
、
ご
み
処
理
問
題
は
振
り

出
し
に
戻
っ
た
。
町
の
施
設
も
40
年
以

上
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

既
存
施
設
の
更
新
も
町
単
独
で

は
、
補
助
基
準
に
満
た
ず
全
額
町
費

の
た
め
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
人
口
減
少
社
会
等
見
据
え
た
場

合
、
広
域
的
な
視
点
の
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

組
合
解
散
後
、
関
係
市
町
村
は

暗
中
模
索
の
状
態
で
、
今
後
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
際
、

高
台
避
難
所
整
備
と
併
せ
て
ご
み
処
理

施
設
の
誘
致
を
表
明
す
る
の
も
一
案
と

考
え
る
が
。

答　

ご
み
処
理
は
、
町
の
責
任
で
あ

り
、
町
民
生
活
に
直
結
す
る
問
題
で

す
。
広
域
的
処
理
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
話
を
進
め
て
行
く
に
は
川

島
町
に
建
設
し
て
も
良
い
、
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
臨
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
の
台
風
19
号
を
踏
ま
え
、

入
間
川
流
域
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
足
し
、
河
道
の
掘
削
・
雑
木

の
伐
採
等
流
下
能
力
の
向
上
を
図
り
洪

水
対
策
の
一
つ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

進
捗
は
。

答　

現
在
、
釘
無
橋
下
流
の
越
辺
川

に
お
い
て
樹
木
の
伐
採
、
河
道
内
の

土
砂
掘
削
の
実
施
、
ま
た
釘
無
橋
上

流
か
ら
道
場
橋
付
近
ま
で
の
区
域
も

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
下
流
部

か
ら
順
次
進
め
て
行
く
と
の
こ
と
で

す
。
事
業
の
早
急
な
推
進
を
引
き
続

き
関
係
機
関
に
対
し
て
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

老朽化した町のごみ処理施設

老
朽
化
し
た
ご
み
処
理
施
設
の

今
後
は
。

町
に
建
設
し
て
も
良
い
考
え
で
、

広
域
化
を
進
め
た
い
。

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

新
し
い
年
を
迎
え
た
２
０
２
１
年
丑

年
。
今
年
は
延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
予
定
で
す
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

国
立
競
技
場
に
赤
白
の
ス
ー
ツ
を
着
て

入
場
す
る
姿
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
大
変
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
「
ど
う

し
た
ら
開
催
で
き
る
か
を
み
ん
な
で
考

え
て
世
紀
の
祭
典
を
笑
顔
で
迎
え
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
き
な

い
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
が
で
き
る
こ
と
を
一
つ
で
も
多
く
築

き
上
げ
る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
編
集
委
員
会
で
は
、
皆
様
の

声
を
紙
面
に
生
か
せ
る
よ
う
に
研
鑚
し

て
参
り
ま
す
。   　
　
　

 

（
新
井
）
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委
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〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

爲　

水　

順　

二

月１

月12

月11

　

校
庭
の
土
壌
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
中
山
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

改
修
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
水
は

け
が
良
く
な
り
土
質
も
改
良
さ
れ
、

ト
ラ
ッ
ク
に
打
ち
込
ん
で
あ
っ
た

ロ
ー
プ
も
無
く
な
っ
た
の
で
、
と
て

も
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
活
動
も
感
染
予
防
対
策
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

朝
の
検
温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
集

ま
る
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
、
密
に
な

ら
な
い
よ
う
に
間
隔
を
空
け
る
こ
と

な
ど
。
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
は
、

町
の
方
針
に
準
じ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。　
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議会日誌
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委
員
会

川島町表彰式
議会運営委員会協議会
議会全員協議会
議会運営委員会
議会全員協議会
１２月定例会

議会報編集委員会
議会全員協議会
ラウンドアバウト（環状交差点）の視察
議会報編集委員会
明治大学による総合振興計画

議会報編集委員会

成人式
議会報編集委員会

３日
１0日
１8日
２4日

30日～9日

８日
　　　　　９日

１7日
18日
23日

25日

10日
12日

次回、３月の定例会
議案審議 一般質問

33
11 12～木水 金

（予定）（予定）

～3
（予定）

金5
（予定）

３月定例会は 3/3 ～ 3/16の予定です。

　令和２年川越地区消防組合議会第３回定例会が１０月１日開催され
ました。上程されました議案は、３件です。

　全議案とも、採決の結果、全員賛成で可決されました。続いて２
名が一般質問を行い閉会しました。（小峯）

　歳入については、54億2,261万6,666円、歳出については、53億
5,310万7,747円で、歳入歳出差引残額は、6,950万8,919円です。
はしご付消防自動車、高規格救急自動車の購入、新消防庁舎用地
の地質調査・用地測量業務委託などが執行されました。

令和元年度　川越地区消防組合一般会計歳入歳出決算認
定について

川越地区消防組合議会

議案第９号

　改正内容は、新型コロナウイルス感染症に対処するための作業
に従事した職員に対し、１日につき3,000円、または4,000円の特
殊勤務手当を支給するものです。

川越地区消防組合消防職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例を定めることについて議案第10号

　補正内容は、歳入歳出それぞれに1,737万2千円を増額し、歳入
歳出それぞれ63億4,494万8千円とするものです。新型コロナウイ
ルス感染症対策に係る資機材の購入、感染症リスクを軽減するた
めの衛生器具の改修等を行うためです。

令和２年度　川越地区消防組合一般会計補正予算（第１
号）議案第11号

道祖土　証 森田　敏男 小峯　松治

策定に係る研究結果報告会


